平成１４年度　第１回　デジタル３種　基礎科目

 電 気 通 信 技 術 の 基 礎 
第１問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記

　　　せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小計２０点）

（１）　最大目盛がいずれも１５アンペアである直流電流計Ａ1及びＡ2がある。これらの直流電流計

の針が最大目盛に振れたときの端子電圧降下は、Ａ1では６０ミリボルト、Ａ2では４５ミリボ

ルトである。この二つの電流計Ａ1及びＡ2を図－１に示すように接続し、端子ａ－ｂ間に２１

アンペアの電流を流すと、直流電流計Ａ2の値は、（　ア　）アンペアである。　　　（５点）

	①　３　　②　４　　③　９　　④　１２　　⑤　１６
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　（２）　図－２に示す回路において、交流電流Ｉが１０アンペアのとき、この回路の端子ａ－ｂ間に

現れる電圧は、（　イ　）ボルトである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）

	①　４８　　②　９６　　③　１２０　　④　１４０　　⑤　１６０
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　（３）　コイル内を鎖交する磁束が変化すると、起電力が発生する。このような現象を（　ウ　）と

いわれる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）

	①　電磁誘導　　②　漏　話　　③　磁気誘導　　④　静電誘導


（４）　導線の抵抗をＲ、抵抗率をρ、長さをｌ、断面積をＡとすると、これらの間には、（　エ　）、

の関係がある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）
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第２問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記

　　　せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小計２０点）

　（１）　ＰＮ接合半導体は、整流作用を有しており、（　ア　）半導体側に正の電圧を加えたときに

電流が流れ、その逆の電圧を加えたときは、電流は流れにくい。　　　　　　　　　（４点）

	①　真　性　　②　電流制御形　　③　Ｐ　形　　④　Ｎ　形


　（２）　図－１に示す回路の端子ａ－ｃ間及びｂ－ｃ間に、それぞれ図－２に示す入力電圧ＶＡ及び

ＶＢを加えたとき、出力端子に現れる電圧Ｖｏの波形は、（　イ　）である。ただし、電圧ＶＡ

及びＶＢの最大値は等しいものとする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４点）
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　（３）　可変容量ダイオードは、（　ウ　）電圧の大きさにより、静電容量が変化する。　　（４点）

	①　高周波　　②　順方向に加える　　③　逆方向に加える


　（４）　トランジスタに電圧を加えて、ベース電流３０マイクロアンペア、コレクタ電流が２．８７

ミリアンペア流れるとき、エミッタ電流は、（　エ　）ミリアンペアとなる。　　　　（４点）

	①　２．５７　　②　２．８４　　③　２．９０　　④　３．１７　　⑤５．８７　　


　（５）　図－３に示すトランジスタ回路において、Ｉ1を大きくすると、トランジスタの動作は、

（　オ　）領域に入り、Ｖｏは、ほぼゼロとなる。このようなトランジスタの状態はスイッチ

ＯＮと対応させることができる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４点）

	　①　飽　和　　②　活　性　　③　負　荷　　④　遮　断　　
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第３問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記

　　　せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小計２０点）

　（１）　１０進数の１３７を８進数に変換すると（　ア　）になる。　　　　　　　　　　　（５点）

	　①　１２３　　②　１６３　　③　１７７　　④　２１１　　⑤　３４６　　


　（２）　次の論理関数Ｘは、ブール代数の公式を利用して変形し、簡単にすると、（　イ　）になる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）
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　（３）　図－１の論理回路において、入力ａ及び入力ｂの論理レベルと出力レベルｃの論理レベルと

の関係が右の真理値表で示されるとき、表中の出力レベルＷ、Ｘ、Ｙ、Ｚはそれぞれ（　ウ　）

である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）

	　①　１，１，１，０　　②　１，１，０，１　　③　１，０，１，０　　

　③　０，０，０，１　　⑤　１，０，０，０　　
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　（４）　図－２の論理回路における入力ａ及び入力ｂの論理レベル（それぞれＡ及びＢ）と出力ｃの

論理レベル（Ｃ）との関係式は、Ｃ＝（　エ　）の論理式で表すことができる。　　　（５点）
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第４問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記

　　　せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小計２０点）

　（１）　図において、電気通信回線への入力電圧が１２ミリボルト、その伝送損失が１キロメートル

当たり０．８デシベル、増幅器の利得が１２デシベルのとき、電圧計の読みは、（　ア　）ミ

リボルトである。ただし、入出力各部のインピーダンスはすべて同一値で整合しているものと

する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）

	　①　１．２　　②　１２　　③　６０　　④　１２０　　
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　（２）　平衡対ケーブルで生じる漏話は、一般に、周波数が（　イ　）と大きくなる。　　　（５点）

	　①　低くなる　　②　変動する　　③　遮断周波数に近づく　　④　高くなる　　


　（３）　特性インピーダンスがＺ1の通信回線に負荷インピーダンスＺ2を接続する場合、Ｚ2の値が

（　ウ　）のとき、接続点での入射電圧波は、同位相全反射される。　　　　　　　（５点）
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　（４）　（　エ　）ミリワットの電力を絶対レベルで表すと、１０〔ｄＢｍ〕である。　　　（５点）

	　①　１　　②　５　　③　１０　　④　２０


第５問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記

　　　せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小計２０点）

　（１）　ＡＭ方式は、通常、伝送する信号の（　ア　）により搬送波の振幅を変化させるものである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）

	　①　位　相　　②　振　幅　　③　周波数　　④　周　期　　


　（２）　通信回線で信号を伝送する場合、信号伝送速度が速くなると必要な周波数帯域は、（　イ　）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）

	　①　狭くなる　　②　デジタル化される　　③　一定となる　　④　広くなる　　


　（３）　ベースバンド伝送方式において、パルスの最短エレメント時間長が５．２マイクロ秒である

デジタル信号のデータ信号速度は、約（　ウ　）キロビット／秒である。　　　　　（５点）

	　①　５２　　②　６４　　③　１９２　　


　（４）　標本化定理によると、サンプリング周波数を、信号に含まれている（　エ　）の２倍にする

と元のアナログ信号の波形を再現できる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）

	　①　最高周波数　　②　可聴周波数　　③　ベアラ速度　　④　最低周波数　　


解答

第１問（ア）④　（イ）①　（ウ）①　（エ）④

第２問（ア）③　（イ）④　（ウ）③　（エ）③　（オ）①

第３問（ア）④　（イ）①　（ウ）⑤　（エ）②

第４問（ア）①　（イ）④　（ウ）②　（エ）③

第５問（ア）②　（イ）④　（ウ）③　（エ）①
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